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新
潟
支
部
総
会
が
令
和
元
年
7
月
₁₃
日

（
土
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
曇
り
か
ら
快
晴
の
天
候
に

恵
ま
れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
₅₀
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
今
後
の
支
部
総
会
を
2
年
か

ら
3
年
に
延
長
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
が
先
細
り
し
て
減
少
す
る
こ
と
を
見

込
ん
で
体
力
の
あ
る
う
ち
に
早
め
に
延
長

を
承
認
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
衆
議
院
議
員
の
細
田
健
一
様

か
ら
「
日
本
そ
し
て
新
潟
の
未
来
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
選
挙
期
間
中

の
忙
し
い
最
中
、
自
身
の
選
挙
で
一
〇
二

票
差
で
勝
利
し
た
話
し
と
か
、
安
倍
総
理

大
臣
、
菅
官
房
長
官
の
人
間
像
や
特
に
、

小
泉
進
次
郎
さ
ん
の
記
憶
力
、
切
替
え

新
潟
支
部
総
会
盛
大
に
開
催

―
細
田
衆
議
院
議
員
が
講
演
―

　
　
　
　

新
潟
支
部
長

　
　
　
　
　
　
北
村
　
稔
（
短
₁₆
期
）

術
、
気
配
り
の
素
晴
ら
し
さ

な
ど
、私
達
が
知
り
得
な
い
、

お
も
し
ろ
い
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
四
大
生
の
若

者
が
多
く
、
時
代
の
移
り
変

わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
中
、
2

年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
懐

か
し
さ
が
た
だ
よ
い
会
話
が

弾
み
ま
し
た
。
細
田
健
一
様

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支

部

だ

よ

り
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の
気
概
と
は
」
と
題
し
て
大
変
に
有
意
義

な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

渡
邊
様
は
大
学
の
先
輩
で
も
あ
り
、
一

時
間
と
云
う
短
い
時
間
の
中
で
一
人
の
人

間
と
し
て
の
生
き
様
、
そ
し
て
男
の
意
気

地
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
益
々
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
三
部
の
懇
親
会
で
は
会
場
を
ホ
テ
ル

丸
松
の
大
広
間
に
移
し
、
新
潟
支
部
長
北

村
稔
様
か
ら
の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

乾
杯
は
柏
刈
支
部
長
の
品
田
眞
弘
様
よ
り

御
発
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

開
宴
と
同
時
に
地
元
の
カ
ラ
オ
ケ
グ

ル
ー
プ
₁₆
名
の
歌
手
出
演
の
歌
声
で
終
始

し
、
校
友
会
員
の
飛
び
入
り
も
あ
り
、
賑

や
か
な
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
締
で
は
魚
沼
支
部
長
の
渡
邉
勲
様
よ

り
、
元
気
に
一
本
締
め
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

支
部
が
発
足
（
平
成
₁₁
年
₁₁
月
）
し
ま

し
て
、
今
年
で
₂₀
年
目
。
節
目
の
総
会
、

令
和
元
年
度
第
₁₀
回
支
部
定
期
総
会
が
₁₁

月
₃₀
日
（
土
）
に
長
野
市
内
の
「
ホ
テ
ル

信
濃
路
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
定
期
的
か
つ
継
続
し
て

支
部
活
動
（
総
会
、
役
員
会
、
隔
年
毎
開

催
）
が
で
き
る
の
も
、
本
部
役
員
並
び
に

前
支
部
長
、
支
部
役
員
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
も
来
賓
と
し
て
、
本
部
か
ら
、
星

野
副
会
長
（
青
年
部
副
部
長
）
さ
ん
、
上

越
支
部
か
ら
支
部
長
の
野
本
さ
ん
、
妙
高

支
部
か
ら
は
顧
問
の
畑
山
さ
ん
に
ご
臨

席
、
会
員
６
名
が
出
席
の
も
と
に
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
支
部
活
動
報
告
及
び
収
支
報

告
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
説
明
が
あ
り
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
と
し
て
、
活
発
な
支
部
活
動
を
行
う

に
は
、
総
会
へ
の
出
席
者
を
増
や
す
事
が

大
き
な
課
題
で
す
。

　

総
会
、
又
懇
親
会
の
中
で
、
大
勢
の
方

か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

新
潟
県
央
支
部

初
秋
の
支
部
総
会

　
　
　
　
　

蓮
池
　
浩
咲
（
短
₁₇
期
）

　

湿
度
の
高
い
猛
暑
日
が
続
い
た
今
年
の

夏
、
そ
の
夏
の
疲
れ
も
残
っ
た
儘
、
九
月

一
日
の
日
曜
日
に
、
令
和
元
年
新
潟
産
業

大
学
校
友
会
（
青
濤
会
）
新
潟
県
央
支
部

総
会
を
咲
花
温
泉
ホ
テ
ル
丸
松
の
資
料

館
、咲
花
城
「
天
祥
閣
」
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

数
日
続
い
て
い
た
雨
空
も
、
こ
の
日
は

お
陰
様
で
晴
天
と
な
り
、
取
り
敢
え
ず
安

堵
致
し
ま
し
た
。

　

本
日
の
出
席
の
為
に
前
日
よ
り
泊
っ
て

朝
を
迎
え
た
長
岡
支
部
の
新
支
部
長
、
田

村
健
様
な
ど
お
忙
し
い
中
、
御
出
席
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
は
、
本
当
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
本
部
の
校
友
会
会

長
、
内
山
和
博
様
か
ら
の
御
挨
拶
を
頂
戴

し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
央
支
部
事
務
局
長
の
鈴
木
茂
さ

ん
の
収
支
決
算
報
告
等
順
調
に
進
み
、
皆

様
の
御
協
力
の
も
と
、
第
一
部
の
総
会
を

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
第
二
部
の
講
演
会
に
入

り
、
講
師
の
マ
ル
ソ
ー
株
式
会
社
代
表
取

締
役
会
長
、
渡
邊
喜
彦
様
よ
り
「
苦
難
福

門
〜
北
陸
有
数
の
企
業
を
育
て
た
経
営
者

長
野
支
部
定
期
総
会
開
催

　
　
　
長
野
支
部
長

　
澤
山
文
雄
（
短
₂₄
期
）

咲花温泉ホテル丸松の直営である資料館、咲花城「天祥閣」のコンベンションホールにて
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令
和
２
年
度
は
、
総
会
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
支
部
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　
　

佐
渡
支
部
、
魚
沼
支
部

　
　

柏
崎
刈
羽
支
部
、
上
越
支
部　

　
　

関
東
支
部　
　

　

詳
細
は
本
部
ま
た
は
支
部
よ
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

た
。

　

今
後
、
そ
れ
を
基
に
工
夫
し
な
が
ら
、

当
面
は
現
会
員
参
加
者
数
の
倍
増
を
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
会
に
関
心
の
あ
る
方
、
御
一
報
を
。

（
校
友
会
事
務
局
ま
で
）

　

支
部
総
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
支
部
役
員
を
は
じ
め
、
会
員
の
交

流
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
会
報
は
、
校
友
会
の
会
員
の
情
報
源

と
し
て
、
ま
た
支
部
・
本
部
の
活
動
等
を

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
代

わ
り
初
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
₂₆
号
よ
り
支
部
だ
よ
り
の
記
事
を

ト
ッ
プ
に
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
の
内
容
は
、
継
承
し
て
い
き
ま
す

が
支
部
活
動
、
次
に
本
部
活
動
を
掲
載
し

て
会
員
の
皆
様
に
情
報
を
お
届
け
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
「
新
潟
支
部
」・「
新
潟
県
央
支
部
」・

「
長
野
支
部
」
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

本
部
だ
よ
り

　

標
記
に
つ
い
て
、
従
来
校
友
会
の
会
報
に
は
附
属
高
校
の

関
係
記
事
は
掲
載
し
ま
せ
ん
で
し
た

　

今
回
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
ス
ポ
ー
ツ
関

係
で
は
大
き
な
実
績
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
野
球
部
、
陸
上
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
の
活
動
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
新
潟
産
業
大
学
の
附
属
高
校
と
し
て
、
ま
す
ま

す
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
活
躍
し
た
生
徒
達
が
新
潟
産
業
大
学
に
入
学
し

て
、
附
属
高
校
、
大
学
と
も
に
大
い
な
る
元
気
、
活
躍
す
る

よ
う
今
後
も
願
っ
て
い
ま
す
。

学
校
法
人
柏
専
学
院

新
潟
産
業
大
学

附
属
高
校
の
活
動
等
に
つ
い
て

***********************************************
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令
和
元
年
₁₁
月
₃₀
日
（
土
）
に
新
潟
産

業
大
学
「
芸
術
文
化
部
」
が
、
第
₁₁
回
温

習
会
と
し
て
柏
崎
市
の
産
業
文
化
会
館
の

文
化
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
同
部
の
講
師
で
あ
り
ま
す
花

音
紅
香
先
生
を
初
め
、
ご
主
人
の
花
音
大

輔
先
生
の
ご
協
力
の
も
と
、
剣
術
男
子
・

振
袖
乱
舞
が
₂₀
曲
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
技
を
行
う
学
生
た
ち
は
、
花
音
先
生

の
指
導
の
基
に
日
本
文
化
を
学
ん
で
い
ま

す
学
生
、
留
学
生
を
初
め
、
こ
の
温
習
会

開
催
の
た
め
に
卒
業
生
も
駆
け
つ
け
発
表

会
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
日
頃
か
ら
「
芸
術
文
化
部
」
に

協
力
お
よ
び
補
助
を
実
践
し
て
い
ま
す
新

潟
産
業
大
学
校
友
会
会
長
の
内
山
和
博
さ

ん
が
駆
け
付
け
、
挨
拶
の
後
、
花
音
先
生

に
長
期
間
の
ご
指
導
、
芸
術
文
化
部
の
発

展
を
感
謝
し
て
「
感
謝
状
」
の
贈
呈
お
よ

び
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
挨
拶
の
中

で
、
今
後
も
一
緒
に
頑
張
ろ
う
と
激
励
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
も
同
様
の
発
表
会
が
11
月

に
開
催
さ
れ
好
評
で
あ
り
、
本
年
度
は
演

題
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

演
題
は
、
司
会
者
の
大
橋
久
美
さ
ん
の

進
行
で
開
始
で
あ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
は
ご

主
人
の
花
音
大
輔
先
生
の
「
祝
賀
獅
子
」

で
開
始
で
す
。
続
い
て
学
生
、
留
学
生
の

演
題
で
「
晴
れ
舞
台
」、「
恋
の
酒
」、「
剣

山
剣
術
」「
無
錫
旅
情
」
等
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
モ
ダ
ン
バ
レ
ー
も
2
曲
披
露
さ

れ
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。

　

剣
術
は
「
大
利
根
無
情
」、「
比
叡
の
嵐
」

等
力
強
く
男
子
の
学
生
お
よ
び
卒
業
生
が

披
露
し
て
花
音
先
生
を
元
気
づ
け
て
お

り
、ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。

　

司
会
の
大
橋
さ
ん
は
、
踊
る
学
生
、
留

学
生
、
卒
業
生
を
一
人
ひ
と
り
紹
介
。
今

新
潟
産
業
大
学
の
芸
術
文
化
部

「温
習
会
」
の
発
表
会
が
開
催
さ
れ
る

花音先生へ感謝状と花束の贈呈
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後
も
部
活
動
の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
の

が
観
客
、
花
音
先
生
、
ご
主
人
の
大
輔
先

生
、
関
係
者
お
よ
び
校
友
会
役
員
に
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
も
午
後
1
時
か
ら
開
始
さ
れ
、

挨
拶
、
花
束
贈
呈
と
進
み
、
演
題
も
多
く

日
頃
の
練
習
成
果
は
も
ち
ろ
ん

今
後
も
、
学
生
、
留
学
生
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
に
よ
り
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

演
題
終
了
後
、
全
員
が
ス

テ
ー
ジ
に
並
び
挨
拶
を
し
て
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

校
友
会
の
会
長
で
あ
る
内
山

和
博
さ
ん
も
本
日
の
発
表
会
の

成
功
を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

　

花
音
先
生
、
大
輔
先
生
、
芸
術
文
化
部

の
皆
さ
ん
、
卒
業
生
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

（
文
責　

内
山
和
博
）
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新
潟
産
業
大
学
校
友
会
か
ら
本
学
水
球

部
へ
の
多
大
な
る
ご
支
援
、
い
つ
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
９
年
シ
ー
ズ
ン

は
、
大
学
男
子
チ
ー
ム
が
中
部
リ
ー
グ
優

勝
、
₂₇
年
連
続
と
な
る
イ
ン
カ
レ
出
場
、

イ
ン
カ
レ
ベ
ス
ト
₁₆
、
大
学
男
子
選
手

2
名
が
ブ
ル
ボ
ン
社
会
人
男
子
チ
ー
ム
に

選
抜
さ
れ
日
本
選
手
権
準
優
勝
、
大
学
女

子
チ
ー
ム
が
イ
ン
カ
レ
ベ
ス
ト
6
、
日

本
選
手
権
で
は
ブ
ル
ボ
ン
社
会
人
女
子
選

手
と
大
学
女
子
選
手
の
合
同
チ
ー
ム
で
4

位
入
賞
と
い
っ
た
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
₁₂
月
に
行
わ
れ
た
和

歌
山
県
選
手
権
で
は
、
大
学
男
女
チ
ー
ム

で
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
多
く
の
国
際
大
会
が
開

催
さ
れ
、
①
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ
ス
ー
パ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ル
（
セ
ル
ビ
ア
）、
②
世
界
水

泳
選
手
権
（
韓
国
）、③
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
（
イ
タ
リ
ア
）、
④
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
（
ク
ウ
ェ
ー
ト
）
に
本
学
選
手
が
日

本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
3

年
生
の
蔭
田
渉
吾
は
、
①
②
③
の
3
つ
の

国
際
大
会
に
出
場
し
、
左
利
き
を
活
か
し

た
プ
レ
ー
で
代
表
チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま
し

た
。3
年
生
の
新
田
一
景
は
②
に
出
場
し
、

ス
タ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
代
表
チ
ー
ム

か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
１
年
生
の

稲
場
悠
介
は
①
②
④
に
出
場
し
、
フ
ォ

ワ
ー
ド
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
個
人
タ
イ
ト

ル
（
①
④
で
得
点
王
・
優
秀
選
手
賞
）
を

と
り
、
世
界
的
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
韓

国
人
留
学
生
に
お
い
て
も
、
4
年
生
の
徐

康
源
が
②
に
、
4
年
生
の
金
成
恩
と
3
年

生
の
姜
善
齋
が
③
に
、
韓
国
代
表
選
手
と

し
て
選
出
さ
れ
、
韓
国
代
表
チ
ー
ム
に
貢

献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
3
年
生
の
阿
保
悠

斗
が
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
強
化
合
宿
に
招

聘
さ
れ
、
高
い
身
体
能
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
か
ら
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
学
水
球
部
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
に
お
い

て
も
活
発
に
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
国
際
交
流

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
は
、
柏
崎
の
高
柳
雪
ま
つ
り
の

ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
ス
参
加
、
柏
崎
の
宮
川

神
社
の
例
大
祭
で
の
神
輿
担
ぎ
、
え
ん
ま

い
ち
の
出
店
参
加
、
柏
崎
市
内
の
小
学
校

水
泳
指
導
の
サ
ポ
ー
ト
、
ぎ
お
ん
柏
崎
ま

新
潟
産
業
大
学
水
球
部
２
０
１
９
年
シ
ー
ズ
ン　

～
成
果
と
取
り
組
み
～

新
潟
産
業
大
学
経
済
学
部
助
教
・
水
球
部
監
督　

佐
々
木
洋
輔

男子チーム 女子チーム

［写真：本学水球部選手が所属・活動するブルボンウォーターポロクラブのサイトより］

本学水球部所属の日本代表選手・韓国代表選手

蔭田渉吾 新田一景 稲場悠介 徐康源 金成恩 姜善齋 阿保悠斗
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つ
り
「
た
る
に
わ
か
」
の
神
輿
担
ぎ
、
日

本
初
ビ
ー
チ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ
の
参
加
、

東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
運
営
サ

ポ
ー
ト
、柏
崎
の「
別
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
の
参
加
な
ど
、
多
く

の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
触
れ
、
地
域
の
方
々

と
交
流
し
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。国
際
交
流
活
動
で
は
、

セ
ル
ビ
ア
男
子
チ
ー
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
女
子
チ
ー
ム
、
中
国
女
子
チ
ー
ム
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
女
子
チ
ー
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

男
子
チ
ー
ム
等
と
柏
崎
で
交
流
を
も
ち
、

ま
た
、
２
０
１
９
年
₁₂
月
に
お
い
て
は
、

大
学
男
女
部
員
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
西

ジ
ャ
ワ
州
水
球
チ
ー
ム
と
合
同
合
宿
を
行

い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
遠
征
に
際
し
ま
し
て
は
、
本
学
校
友
会

か
ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重

ね
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
夏
は
、
い
よ
い
よ
東
京
五
輪

２
０
２
０
が
行
わ
れ
ま
す
。
東
京
五
輪
前

は
、
柏
崎
で
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
が
あ

り
、
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の
セ
ル
ビ
ア
チ
ー

ム
が
事
前
合
宿
を
行
い
ま
す
。
世
界
ラ
ン

インドネシア遠征

宮川神社例大祭

ク
１
位
の
プ
レ
ー
や
練
習
態

度
、
フ
ァ
ン
へ
の
態
度
を
間
近

で
見
て
、
良
い
部
分
を
た
く
さ

ん
吸
収
し
、
２
０
２
０
年
シ
ー

ズ
ン
を
笑
顔
で
終
え
ら
れ
る
よ

う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
精

進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
学
水
球
部
を
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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松
井
ま
さ
み
ち
さ
ん
柏
崎
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く

　

新
潟
産
業
大
学
第
８
期
卒
業
生
で
あ
り

ま
す
松
井
正
道
さ
ん
が
、
母
校
が
あ
る
柏

崎
市
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
₂₇
日
に
ア
ル
フ
オ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
大
学
の
関
係
者
お
よ
び
わ
が
校

友
会
の
仲
間
も
会
場
に
参
加
い
た
し
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
１
部
で
は
松
井
さ

ん
が
作
詩
・
作
曲
を
い
た
し
ま
し
た
曲
を

中
心
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

松
井
さ
ん
は
、
新
潟
産
業
大
学
の
学
生

の
頃
か
ら
音
楽
に
興
味
を
抱
き
、
卒
業
後

は
一
時
会
社
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
音
楽

の
夢
は
あ
き
ら
め
な
い
で
、
活
動
を
続
け

二
人
の
仲
間
と
出
会
い
大
き
な
転
機
を
迎

え
ま
し
た
。

　

苦
労
を
し
て
仲
間
と
励
ま
し
あ
い
、

２
０
０
６
年
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
唱
オ
ン
エ
ア
バ

ト
ル
」
に
見
事
優
勝
し
デ
ビ
ュ
ー
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
母
校
で
あ
り
ま
す
新
潟
産
業

大
学
の
紅
葉
祭
に
も
参
加
し
て
自
分
も
頑

張
る
の
で
、
学
生
、
先
生
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歌
を
歌
う
時
間
を
い
た
だ
き
、
母
校
の

「
Ｎ
・
Ｓ
・
Ｕ
〜
新
潟
産
業
大
学
公
式
カ

レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
〜
」
を
紹
介
し
て
会
場
の

人
た
ち
も
歌
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

他
に
柏
崎
市
は
「
水
球
の
ま
ち
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ブ
ル
ボ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
ク

ラ
ブ
の
応
援
歌
も
作
詩
・
作
曲
も
し
て
お

り
、
活
動
の
拠
点
は
東
京
で
す
が
い
つ
も

母
校
、
柏
崎
の
こ
と
を
思
っ
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
松
井
ま
さ
み
ち
さ
ん
の
活
動

を
お
祈
り
し
て
、
い
つ
か
ま
た
母
校
で
お

会
い
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
生
が
１
万
人
を
超
え
て
全
国
各
地

で
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
我
が
母
校

出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
松
井

さ
ん
の
活
躍
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
応
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

亡
き
恩
師
、
廣
川
先
生
も
、
天
国
で
大

学
お
よ
び
松
井
さ
ん
の
活
動
を
期
待
し
、

喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
文
責　

内
山
和
博
）
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本部定期総会の開催ご案内について
　

　令和 3 年度は 3 年ごとに開催することになって
いる「本部定期総会」の開催の年です。

　期日・会場・内容等は、本部役員を中心に
検討を始めたいと思います。

　詳細のご案内は、会報第 27 号（令和 3 年発行）に
ご連絡いたします。

　また、本部役員を初め各支部の役員の皆様、学年
幹事の協力のもと多数の会員の参加をお願いします。

　何卒、会員の皆様のご協力・ご理解を
切にお願いいたします。

　校友会員の大勢の皆様から、運営年会費を納入して頂きありがとうございました。みなさ
んの暖かい気持ちに支えられていることに改めて感謝し、厚く御礼申し上げます。
　ご承知のように、運営年会費は校友会報の発行費用や各支部の運営補助金など活動資金の
支援費として使用されております。また、会報も内容を更に充実させ、皆様から愛される校
友会報にしたいものと頑張っております。
　諸事ご都合もおありかと思いますが、是非とも、このような趣旨をご理解頂きご協力よろ
しくお願い申し上げます。

　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実・発展
を図るため、広くご寄付をお願いしております。
　寄付金は、地域高等教育の府として社会的責任を担
う本学にとって、学費や補助金に次ぐ、第三の収入と
いえるものです。いただきましたご厚志は、「地域社
会や企業を主体的に支える人材の育成」という本学の
教育理念の達成のために活用させていただきます。
　何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。

―――――募金要項―――――
●募金の金額　一口　5,000円（複数口をいただければ幸いです。）
●募金の払込方法
　同封の「青色の振込用紙」にご記入のうえ郵便局からお振込下さい。
●寄付金控除について
　所得税の寄付金控除の措置を受けることができます。
●寄付者名簿の公表について
　ホームページ、学報等で寄付者の御芳名を公表することに同意され
る方は、振込用紙通信欄にその旨チェックをお願い致します。

※ご不明の点は、新潟産業大学総務課まで。
総務課　℡0257-24-6655

新潟産業大学基金のお願い

運営年会費の納入御礼とお願い
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　一般財団法人柏崎市スポーツ協会の「平成 31 年・令和元年優秀体育人表彰式」が、令和 2 年 1 月 17 日（金）に
柏崎市産業文化会館で、2 月 1 日（土）に柏崎市文化会館アルフォーレで行われました。これは、柏崎地域の体育振
興に功績があった者を表彰する制度で、優秀な競技成績を収めた者を対象とし、以下の学生が受賞しました。

スポーツ栄誉賞
【水球】
新田一景（3 年）：第 30 回ユニバシアード競技大会　第 5 位　日本代表
稲場悠介（1 年）：ＦＩＮＡ水球ワールドリーグ 2019 スーパーファイナル　第 6 位　日本代表
　　　　　　　　　第 18 回世界水泳選手権大会　第 11 位　日本代表

優秀競技者賞
【卓球】
宮澤僚太（大学院経済学研究科 2 年）：第 74 回国民体育大会卓球競技　成年男子　第 5 位

【水球】
　　ブルボンウォーターポロクラブ柏崎・男子：第 95 回日本選手権水泳競技大会　第 2 位
　　　西垣虎太郎（3 年）、稲場悠介（1 年）
　　ブルボンウォーターポロクラブ柏崎・女子：第 95 回日本選手権水泳競技大会　第 4 位
　　　梅村香穂（4 年）、菊池若菜（4 年）、前野理緒（2 年）、新藤汐砂（2 年）、井上すず（2 年）、
　　　宮川華音（2 年）、小浦英莉子、金桶友香（1 年）、渡邉あかね（1 年）

競技者賞
【卓球】
　　新潟産業大学 A：令和元年度夏季北信越学生卓球選手権大会　男子団体　第 1 位
任晟敃（4 年）、小松拓也（4 年）、深沢大晴（4 年）、
田代寿幸（3 年）、中島知輝（3 年）、吉井大樹（3 年）、山﨑俊介（2 年）
任晟敃（4 年）：第 67 回春季北信越学生卓球選手権大会　男子シングルス　第 1 位
小松拓也（4 年）・山﨑俊介（2 年）：令和元年度夏季北信越学生卓球選手権大会　男子ダブルス　第 1 位
中島知輝（3 年）・吉井大樹（3 年）：令和元年度夏季北信越学生卓球選手権大会　男子ダブルス　第 2 位
福島朋美（4 年）：令和元年度夏季北信越学生卓球選手権大会　女子シングルス　第 4 位

日本学生支援機構「2019 年度優秀学生顕彰」
スポーツ部門奨励賞

水球部の稲場悠介君（1 年）が受賞しました。これは奨学生の中で優れた業績を挙げ
た学生に対してこれを奨励・支援し、２１世紀を担う前途有望な人材の育成に資する
ことを目的とし、国際的スポーツ競技会等で優秀な成績を収めた者が対象になります。
稲場君は日本代表として、昨年 6 月開催のワールドリーグ・スーパーファイナルで 2
年連続得点王となり、昨年 12 月開催の水球ジュニア選手権でも得点王と MVP に輝き
ました。東京オリンピックでの活躍が期待されます。

新潟産業大学に学ぶ学生達の活躍

宮澤僚太選手

中島知樹選手・吉井大樹選手

山﨑俊介選手・小松拓也選手

福島朋美選手

金桶友香選手・小浦英莉子選手・
前野理緒選手・梅村香穂選手
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2019 年度 就職行事 拝見

● SPI3 対策講座（令和元年 6 月） ●メークアップ講座（令和元年 10 月）

●企業研究セミナー（令和 2 年 2 月） ●資格取得奨励金授与式（令和 2 年 1 月）

●就活集中対策講座①（令和元年 12 月） ●就活集中対策講座②（令和元年 12 月）

●就活出陣式（令和 2 年 2 月）

新潟産業大学の就職状況 （就職課資料より）

注 1：外国人留学生を除く
注 2：内定率 (％）＝内定者数÷就職希望者数
注 3：就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
注 4：上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷ { 全内定者数－公務員合格者数＋個人経営家業内定者数）}

令和２年１月末日現在の内定状況は、下表のとおりです。
就職内定状況
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活
動
事
業
・
会
議
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予
定
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②
会
計
監
査
決
算
報
告

　

③
令
和
元
年
度
予
算
・
計
画
審
議

　

④
新
役
員
の
紹
介
・
報
告

　

⑤
そ
の
他
（
連
絡
事
項
・
情
報
交
換
等
）

☆
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議　

₁₀
月
₂₆
日　

　

五
泉
市　

ホ
テ
ル
丸
松

　

①
支
部
活
動
状
況
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

②
会
議
開
催
方
法
等
の
協
議

　

③
運
営
年
会
費
の
入
金
状
況　
　
　
　
　
　
　
　

　

④
そ
の
他
（
連
絡
事
項
・
情
報
交
換
等
）

☆
本
部
三
役
会
議　

₁₁
月
₂₂
日　
　
　

　

新
潟
産
業
大
学　

談
話
室

　

①
校
友
会
会
則
改
正
等
見
直
し　
　
　
　
　
　
　

　

②
本
部
開
催
会
議
の
方
法
協
議

　

③
本
部
総
会
開
催
の
見
直
・
時
期
・
場

　

所
協
議　

　

④
そ
の
他

　
　※

支
部
総
会
・
役
員
会
等

新
潟
支
部　

幹
事
会　

4
月
₁₃
日　

新
潟
市

　

①
総
会
開
催
協
議
等

　

②
講
演
会
開
催
講
師
関
係

　

③
そ
の
他

柏
崎
刈
羽
支
部
三
役
会
議　

6
月
₂₅
日

　

柏
崎
市

　

①
決
算
報
告
・
事
業
報
告

　

②
事
業
予
算
・
事
業
計
画
協
議

　

③
常
任
幹
事
会
開
催
内
容
協
議　
　
　
　
　
　
　

　

④
そ
の
他
（
支
部
体
制
等
）

新
潟
支
部
役
員
会　

6
月
₂₉
日　

新
潟
市

　

①
総
会
開
催
協
議

　

②
講
演
会
及
び
講
師
確
定

　

③
そ
の
他

新
潟
支
部
総
会　

7
月
₁₃
日　
　
　

　

新
潟
市　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

　

①
事
業
決
算
・
事
業
報
告
・
会
計
報
告

　

②
事
業
予
算
・
事
業
計
画
・
審
議

　

③
講
演
会
（
講
師
：
細
田
健
一
衆
議
院

　
　

議
員
）

柏
崎
刈
羽
常
任
幹
事
会　

7
月
₂₀
日　
　

　

柏
崎
市　

産
業
文
化
会
館

　

①
事
業
決
算
・
活
動
報
告
・
会
計
監
査

　
　

報
告

　

②
事
業
予
算
・
活
動
計
画

　

③
役
員
体
制
及
び
改
選

長
岡
支
部
役
員
会　

7
月
₂₅
日　
　
　

　

長
岡
市

　

①
支
部
役
員
改
選　

②
そ
の
他

新
潟
県
央
支
部
総
会　

9
月
1
日　
　
　
　

　

五
泉
市　

ホ
テ
ル
丸
松

　

①
収
支
決
算
・
事
業
報
告
・
会
計
監
査

　
　

報
告

　

②
収
支
予
算
・
事
業
計
画
の
協
議

　

③
支
部
の
役
員
改
選

上
越
支
部
役
員
会　

9
月
6
日　

上
越
市

　

①
会
計
監
査
報
告　

②
役
員
改
選

　

③
支
部
総
会
開
催

長
野
支
部
総
会　

₁₁
月
₃₀
日　
　

　

長
野
市　

ホ
テ
ル
信
濃
路　

　

①
本
部
役
員
会
議
・
支
部
長
会
議
の
報
告

　

②
支
部
活
動
状
況　

③
収
支
決
算
報
告　
　

　

④
今
後
の
取
り
組
み　

※
本
部
関
係
行
事
・
会
議

　

会
計
監
査　

5
月
上
旬　

校
友
会
事
務
室

　

本
部
三
役
会
議　

4
月　

新
潟
産
業
大
学

　

本
部
役
員
会
議
及
び
支
部
長
・
事
務
局
長　
　

　

会
議　

6
月
〜
７
月　

長
岡
市

　

本
部
三
役
会
議　

9
月
〜
₁₀
月　

長
岡
市

※
支
部
総
会
・
役
員
会
の
予
定

　

佐
渡
支
部　
　
　

総
会

　

魚
沼
支
部　
　
　

総
会

　

柏
崎
刈
羽
支
部　

総
会

　

上
越
支
部　
　
　

総
会

　

関
東
支
部　
　
　

総
会

　

各
支
部
の
役
員
会
開
催
を
要
望
致
し
ま
す
。

各
支
部
の
総
会
・
役
員
会
の
連

絡
は
本
部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
昨
年
₁₀
月
か
ら

事
務
局
長
に
な
り
ま
し
た
植
木
敏
郎
と
申

し
ま
す
。
読
み
や
す
い
会
報
、
令
和
に
ふ

さ
わ
し
い
情
報
の
発
信
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

植
木
敏
郎
（
大
28
期
）

令
和
元
年
度
の

　
　
　
活
動
・
事
業
報
告

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
年
号
が
変
わ
り
、
新

し
い
時
代
に
は
い
り
ま
し
た
。
令
和
元
年
₁₀

月
よ
り
新
事
務
局
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

社
会
人
学
生
で
昨
年
卒
業
し
ま
し
た
植
木

敏
郎
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。

　

就
任
し
て
か
ら
精
力
的
に
活
動
さ
れ
、
校

友
会
の
活
動
、
支
部
の
情
報
交
換
と
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

各
支
部
、
本
部
の
会
議
等
は
も
と
よ
り
、

支
部
の
活
動
等
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
本
部
関
係
行
事
・
会
議

☆
会
計
監
査　

5
月
₁₃
日　

校
友
会
事
務
室

　

会
計
監
査
員　

土
田
氏
・
高
橋
氏　
　

　

立
合　

小
栗
前
会
長
・
内
山
会
長

☆
本
部
三
役
会
議　

6
月
₁₂
日　

　

新
潟
産
業
大
学　

談
話
室

　

①
平
成
₃₀
年
度
決
算
・
事
業
報
告　

　

②
令
和
元
年
度
予
算
・
計
画
の
協
議

　

③
本
部
役
員
会
議
の
対
応

　

④
そ
の
他

☆
本
部
役
員
会
議　

6
月
₁₅
日　
　

　

柏
崎
市　

産
業
文
化
会
館

　

①
決
算
報
告
・
事
業
報
告

事
務
局
だ
よ
り




